



長期 キ ャンプの企画 と運営 に関する問題 について
フ ロ ン テ ィア ・ア ドベ ンチ ャー事 業 との関 連 か ら 一
星 野 敏 男,
は じ め に
文部省では,今 年度(63年度)か ら新規事業 として 「自然生活への チャ レンジ推進事業」(フロ
ンテ ィア ・ア ドベ ンチ ャー事業)を 提唱 し各部道府県に対 して,子 ども達 を積極的に自然 め中に連
れ出 し,心 と体 を鍛 えるよう呼びかけた。提唱の趣旨は 「物質的な豊かさや便利 さの中で失われて
きている青少年の心の豊かさや体のた くましさをは ぐくむため,山 奥や無人島等豊'かな自然環境の
下で自給 自足の原始的な 自然生活 にチャ レンジする機会 を提供する」 となっている。 この提唱 を受
け,今 年度は全国34の都道府県,10市町村の計44ヵ所において長期キャンプが実施された。今回の
事業の最大の特徴はこれまで日本ではあ まり行なわれていなかった10泊11日とい う長期 キャ'ンプを
実施するところにあ観
現在 日本で行なわれている教育キャンプは,そ の殆 どが1泊 か ら2泊3日 程度 のものであ り,そ
れ も多 くの場合各地の青少年の家な どの既設の宿舎に寝泊 まりする場合が多い。 また,短 期間で行
なわれるためプログラムに時間的な余裕 もな く,単にプログラムを消化 しているにすぎず充分な教
育効果が望めないことがあるという欠点 も指摘されていた。 また,最 近の傾向 として,野 外教育的
な観点か らキャンプをとらえなおしてい く考え方 も増 え,い わゆる身体活動的なプログラムばか り
でな く,植物観察や,バ ー ドウ ォッチング,あ る・いは地域研究とい ったいわば理科的,社 会科的 プ
ログラム'も多 く組 み込 まれるようになってきつつある。 これ らのなかの多 くは じっくりと腰を据 え
て観察 した り,丸一日かけて考えた り,討論 した りしながら行な うべきものが多 く,その意味にお
いて もキャンプの長期化は以前から多 くの野外活動関係者により提案されてきたことでもあった。・
今回文部省が提案 した フロンティア ・ア ドベンチ ャー事業はこれらの点 も充分ふ まえて考 えられた
ものであ り,その教育的な効果への期待か ら学校教育 ・社会教育関係者は もとより,社会的に も大
きな反響を呼んでいるものである。 『'
しか し,今度のような,よ り原始的な生活で しか も長期 にわた ってのキャンプとなるとこれ まで
日本ではあまり行なわれていなかった ものだけに さまざまな点で 問題が生 じて くるもめと思われ
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た。今回,実 際にこの長期 キャンプを指導する機会を得たため,日 本で長期 キ ャンプを実施す る場
合 どのような問題が生 じて くるのか を実際に体験することが出来た。現段階においては各地で行な
われた キャンプの全ての資料や報告集は まだ整備 され てお らず,全 国の詳細な資料 は明 らかに され
、
ていない。 ここでは筆者が携わったS県 の場合 を中心に,そ の他の都道府県で行 なわれた場合 と共
通 している問題点を明 らかにするとともた,ア メリカで行なわれている長期 キ ャンプとの比較の中
から今後の 日本における 長期 キャンプを どう考えて い くべきかを 検討 してい くものとす る。
フロンテ ィア ・ア ドベンチ ャー事業の内容 としては以下のように説明されている。(要約)
(1)都道府県,市 町村,青 少年団体等が中心 とな り,青少年を対象 として,山 奥 や無人島において
自然生活にチ ャレンジす る機会を提供する事業に要する経費の一部 を都道府県,市 町村に補助す
る。
(2)活動は10泊を基本 とし,近代的設備を用 いず,生 活の原点 となる丸太小屋づ くり,飲料水や食
料品の確保,食 器作 り等の自給自足的な生活 を行な う。 、
(a)参加者は小学生から高校生 までの異年齢の少年少女(1グ ルー プ50人程度)と し,指導者は10
人 とする。'.,,.'
(4)事業の実施に当た っては,,社会教育主事,青 少年教育施設職員等の教 育委員会関係者に加 え,
地域の機関 ・団体及び専門家等の協力を得 る。
㈲ ・都道府県,市 町村は,こ の事業の適正な運営のため,推 進会議 を設置す る。 また,事 業の成果
.を周知す るため,.発表会の開催や体験誌の作成配布 を行な う。
この他,予 算の規模 としては一ヵ所計約600万円 を想定 した内容で事業の内容説明がなされてい
る。 この提唱 を受け,今 年度長期 キャンプを実施 した所は表1.にあげた44ヵ所である。
1.指 導スタッフの確保に関する問題 について ・
これまで行なわれていた ような短期のキャンプど異な り,キ ャンプが長期になればなる程,日 本
ではスタッフの確保が大 きな問題とな って くる610泊11日の・},'・Vンプを実施す るためには事前の準
備や本部の設営,終 了後の撤収 をも含 めて考えると,実 際には約2週 間近 くキ ャンプ場に拘束 され
るこ.とになる。 そうなると,各 地区にある少年 自然の家等の職員,あ るいは学校 の教員でさえも期
間中 フルに参加することは非常に困難な状況 となる。一般社会人のボランテ ィアにとっても現在の
日本の社会の システムでは2週 間近 くの長期休暇を連続 してとることは殆 ど不可能 に近い。 しか も
指導 に携わるスタッフとして最低で も10人が必要どされている。 となると,夏 の期間,2・週間近 く
の日数をキャンプのために 自由に使 えるとい うのは現在の 日本の現状ではほぼ大学生に限 られて く
る。'.・ ・,・ 一
:日.本では長期のキャンプ を教育的に指導できる知識 と技術 を持 ち合わせてい る大学生の数は非常
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表1.自 然生活へのチャレンジ推進事業 実施計画状況(文 部省調べ)
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63.7.20現在
主体 実 施,期 間(予 定) i 実 施 場 所(予 定)
"
事 業 名
北海道 道 12月28日～1月7U(10泊11日) 中川郡美深町字仁宇布七線沢 青少年自然生活体験推進事業
岩 手 花善南 7月28日～8月5日(8泊9日) 花巻市 尻平川 』 大自然に挑む冒険キャンプ
宮 城 県 7月301ヨ～8月6日(7泊8日 》 南蔵王山山麓 アドベ ンチ ャーキ ャンプ/
山 形 県' 7♪131n～8月9日(gi白10日)西村山郡大江町古寺(朝日山麓) 山形っ子野生冒険王国
福 島 県, 7月24r1～8月2n .(9泊10日) 耶麻郡北塩原村大字桧原字小野川 自然生活へのチャレンジ推進事業
茨 城 県' 7月26[ヨ～8月5ε1(コ0}白11日)久慈郡里美村里川 フロンテ ィア ・ア ドベ ンチ ャー事業
栃 木 県 、 8月3[1二∨8月13日(10泊11{ヨ)日光山麓 .ピ 自然生活 へのチ ャレンジ推進事業.
群 馬 県 8月1日 ～8月11rl(10泊11日)利根郡片品村武尊山麓 フ ロ ンテ ィ ア ・イ ン ・ぐん ま
千 葉 県 8月17臼ん8月27曰く10泊li日)房総丘陵 'フロ ンテ ィ アLア ドベ ン チ ャ ー事 業
東 京 足立区 8月16日～8月22日(6泊7日) 長野県下高井郡山ノ内町(奥志賀) 自然体験学級
神奈川 県 8月3日 ～8月13日(10泊11日)東丹沢の県有林内 自然生活へのチ ャレンジ推進 事業
新'潟 県 8月3日 ～8月10U(8泊9日}, 阿賀野川流域 青少年寝然生活体験事業 ・




長 野 松本市 8月1日 ～8月10日(9泊10目) 下閉伊郡田野畑村 チ ャレンジ集まれ松本 っ子,
岐 阜 県 7月27日～8月6日(10泊11日) 大野郡朝n村胡桃島 自然とふれあう生活体験事業.
静 岡 ・県 8月11日～8月21B(10泊11日)富士山西麓朝霧高原 肖然生活体験事業 ・
愛 知 県 8月1日 ～8月8日(7泊8日)
・、
東加茂郡旭町地内(旭高原) 自然生活体験チ ャレンジ事業
三 ・重 白山町 8月董8日～8月23日(6泊71ヨ) 鳥羽市答志島 野生にチ ャ レンジ(離 島に おけるサバ イバルキャンプ)
滋 賀 県 8月6日 ～8月13目(7泊8日) 米原町博ケ畑 フ ロ ンテ ィア ・ア ドベ ンチ ャー事 業
大 阪 府 8月2日 ～8月9日(7泊8H) 貝塚市木積字1脹尾 ワイル ドキ ャンプ(フ ロ ンテ ィア ・ア ドベ ンチ ャー事 業)
大阪市 7月29日～8月8日(10泊h日) 石川県白峰村 、 白山子ど も冒険の村(フ ロンティア・ア ドベンチャー)
池田市 8月22日～8月28日(6泊7日) 川辺郡猪名川町杉生字大野 自然生活へのチ ャレンジ推進事業
丘 庫
で 、 県 7月221』～7月31「1(90白10Fl) 美方郡村岡町又は養父郡 自然生活へのチ ャレンジ推進事業
和歌山 県 7月25日～8月3日(9泊m日)
'
u高郡龍神村 フロンティア・アドベンチャ 事ー業(自 然王国m
鳥 取 県
.
7月29日～8月8日(108白11日)八頭郡智頭町芦津 いきいき鳥取 っ子ア ドベ ンチャー事業
島 根 横田町 8月16日～8月22日(67白7日) 大馬木 矢筈山(夕景城跡) 横田町 フロンティア ・アドベンチャー事業
岡 山 県 7月28日～8月5日(8泊9日) 和気郡日生町鹿久居島千軒見湾奥泊 フ ロ ンテ ィ ア ・ア ドベ ンチ ャ ー
広 島 県 8月1日 ～8月10U(g泊1d日) 広島県北婆都岡城町杣木C竜王山麓}'自然生活へのチャレンジ推進事業
山 口 ,県 7月25日～8月2日 、(8泊9日) 阿武郡朝H村黒ケ谷 自然生活へρチ亨レンジ推進事業
徳 島 県 8月}9U～8月261」(7ir}8H)海部郡壱岐町大島 フ ロ ンテ ィア ・ア ドベ ンチ ャ ー事 業
香 川 幽i・ 8月1ト1～8∫ ∫11日(10」白11Ll) 琴南町竜刊 岡辺
'
自然生活チャレンジ推進事業
愛 媛 県 8月3n～8月13日(10泊111川 宇和島司澗 五神島 少年冒険生活体験事業
高 知 県' 7月30FI～』8月6』1(7泊8L1) L佐郡大川村白滝 白滝子ども自然王国
福 岡 県 8月2日 一「8月12R(10泊11日).宗像郡地島 ・勝島 チ ャレン ジキ ャンプ
福岡市 7夢▲261▲～8月4日(9i白10日) 西区玄界島 フ ロンテ ィア ・ア ドベ ンチ ャー事業
北九州市 7月25[1～8月4'「1(10泊1打])小倉北区大字藍島 無人島に挑むパ イオニ アキ ャンプ'




熊 本 県 8月1}1～8月11H(10泊11日)牛深市牛深町(大島) 自然生活へのチャレンジ推進事業
大 分 県 8月]61】～8月221}(6泊7日) 西国東郡香々地町田ノ浦 自然生活へのチャレンジ推進事業
宮 崎 県 ∵ 8月 ～il|～8月12日(87白9「1) 東臼杵郡北浦町高島(無人島) あすにはばたく少年原始の村推進事業 ・
鹿児島 県; 8ノ」3U～8月1211(g泊10↓1〕 川辺郡笠沙町宇治島 無人島 ア ドベ ンチャーの旅
沖 縄1県 』18ノ]4ll～8戊114日(10～白1▲1』)'1渡嘉敷村字渡嘉敷 自然生活へめチャレンジ推進事業
34都道 府県10市町村 44か所
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に少ないのが実状である。短期間であるな らば キャンプファイアーやはんこ う炊飯,テ ン トの設営
な ど基本的な キャンプ技術 を身につけていればある程度の指導は可能である。 しか し長期 となると
プログ ラムの指導技術 よりも生活場面での子 ども達一人一人に対す る指導技術が重要な要素とな っ
て くる。 キャンプの技術的な指導に関する講習会等は各地 で行なわれている,し か し,そ れさえも
まだ充分な数ではな く,ま してやキャンプ生活場面での指導技術(キ ャンプカウ ンセ リング)は 実
際 にキ・ンプを数多 く体験 しては じめて得 られる担 であ り・ この よう搬 繊 身につけてじ・る学
生は,一 部の教員養成系の野外教育 や野外活動関係の専門 コース,あ るいは青少年教育施設や地域
の団体で長年野外活動た携 わ って きた者に限 られて くる。 これらの現状 を考えると,長 期キャンプ
を実施する前に どうやってその指導 スタッフを確保するかとい うことが非常に重要な問題 となって
くる。 キャンプが長期になればな る程そこで起 こり得る事故の確率 も高 くな って くることは明らか
である。野外生活場面での事故 を未然に防 ぎ,よ り教育的な キャンプを実施 してい くためには長期
キャンプに対 する充分な知識 と技術 を備えた指導者が必要とな って くる。'一'
今年度 各地で行なわれた状況では,や は りこの指導者の確保が大きな問題 とな り,地域の指導者
やボランテ ィアの人たち,あ るいは教員が2泊3日 程度 で交替 しながら指導にあた った とい う例 も
あ る。 しか し,キ ャンプに参カ日して いる子 ども達にとって期間中自分たちの指導者が代わってしま・
うということは教育的に考えて も決 して望 ましいことではない。一般に教育キ ャンプでは班単位で
行動することが多 く,自然 と班独 自のカラーが出て くることにな る。 これは班の構成メ ンバーによ
るところも大きいがそれ以上に班付 きにな るリーダー,す なわちキャンプカウ ンセラーの影響たよ
るところが大である。ち ょうど学校のクラスがその担任 の先生により微妙にクラスの雰囲気が違 っ
て くるのに似ているとい える。 自分たちの班の担当者が途中で代わ って しまうと,そ れ までに出来
上が りかけてきた班の中での共通理解や雰囲気,暗 黙の了解事項等が根底から覆 されることにな っ
て しまう。 グループダイナ ミクスの発展過程 を通 じて得 られる教育的な効果 もキャンプの持 ってい
る大 きな 目的の一つである。絶対的な信頼を置いているリーダーがキャシプの途中で入れ代わ ると
い うことがこのグループダイナ ミクスの発展過程に与える影響は非常に大きい ものがある。長期キ
ャンプでは班付きのカウンセラーは全期間を通 じて子 ども達の指導にあた るとい うことが まず第一
の原則であるといえよう。
さまざまな問題はある ものの,教 育的 な効果が期待できる長期 キャンプは今後 ます ます 日本で も
盛んに行なわれ るようになってい くものと思われる。そのためには まず指導者の養成が不可欠であ
る。適切なスタッフを確保する手段 として,キ ャンプが始 まる前 までに充分なスタッフ トレーニ ン
グを行な うことが考えられる。 アメ リカでは長期 キャンプを実施する場合にはそれ と同 じくらいの
期間,あ るいはそれ以上の期間をキャンプ前のスタッフの トレーニングに充てている。子 ども達 が
行な うプログラムを同 じように実際に自分たちで行ないなが ら,そ こでの指導法,起 こり得る事故
の予測,プ ログラムに関する知識 と技術を学んでい くとともに,そ のキ ャンプが目的 としている も
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の,キ ャンプ長の考え方等について指導 を受けてい く。 日本ではまだこあような充分なスタッフ ト
レー ニングは習慣化きれてお らず,ご く一部の団体で実施 されているにすぎない。大学等の高等教
育機関での指導者の養成は もとより,各地方自治体での長期 キャンプのための指導者養成 とともに,
長期 キャンプを実施する前の充分なスタッフ トレーニングが急務であろ う。
2.対 象年齢の問題について
今 回の推進事業では・その対象年齢が小学生か ら高校生 までの異年齢集団とな つている。,これは
最近の子 ども達 に失われてきた タテ社会の関係,言 うな らば ガキ大将のいる子 ども社会 をキャンプ
の中で作 り上げてい くことを目的 とした ものである・確かにタテ社会の集団の中で子 ども達 が得る
ものは大 きい ものがあろう。低学年 の者は年長者か ら多 くの ことを学び、 また,年 長者は低学年の
子 ども達の面倒 を見ることにより,責任感や リーダーシップ,思 いや りとい った 目には見えない多
くの事を学ぶ機会に恵 まれることになる。 しか し,現実問題 としてキャンプを運営する側 から考 え
ると小学生か ら高校生 までを一つの集団にし11日間 キャンプを続けてい くことは大変な労力を要す
ることとなる。特に登山やオリエ ンテー リングな ど身体運動的な活動 をプログ ラムとして実施 する
場合,ど の年齢 を中心対象として考えるかという問題が生 じて くる。高校生 を中'心に考えると・小
学校低学年では体 力的についてい{ナな く・ また・小学校低学年を中心に考えると高校生には容 易す
ぎて完全に興味 を失 って しまうことになる。 この問題 を解消するたあには全体 をい くつかに分け,
それぞれの レベルに応 じたプログラムを提供することも考えられる。 しか しこの方式 をとると全体
を幾つかのユ ニッ}に分け・それぞれのユニッ トについてプログラムデ ィレクターをスタ ツ7の 中
から選ばなければな らず,ス タッフの数が限定 されている現状では(指 導者は10人とされている)
非常 に実施 炉困難である。 また・活動 を行な瓢ごとに全体をい くつかに分けていたのではせ っか く
の異年齢集団を構成 し憶 義が蜘 てしまうこと{こもなる・ そうなると小学生の低学年か ら轍 生
までが同時に楽 しめる活動 という条件にあうプ ログラムを考 えていかなけれぽな らないことにな り,
プログラムとして大きな制約 を受けることになる:
　 ト ト
今年度行なわれた各地の状況 を見ても,実際には小学校低学年から高校生 までの幅の中か らある
程度の制限 を設けて参加者 を募集した ところが多か ったようである。7才 か ら18才までの青少年 を
幾つかのグルー プに分ける場 合・子 ども達の体の大きさや運動能力は個人によ って大 き く異な って
い るため学年によって一概 に明確な境界線 を引 くことは不可能である。 しかし,い ろいろな場面で
キ。ンプを行な ・ていると一つのプ・グラムの反応の仕万によってある程度 の遠いは明 らかにな っ
て くる。大き く分けるならば全体 を四つのグルー プに分けることが可能ではなかろ うかと思われ る。
第一が小学樹 糎 か ら3～4融 第二hl小学校4～5牲 か ら中学 ・牲;第 三が中学1・-2
年生か ら高校1年 生,そ して第四が高校生であ る。第二グループの小学校高学年 に中学1年 生が含
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まれてY'るのは・特1年 生は夏休みが終わつ轡 栖 に中牲 としての願 や言動を懸 るこ
とが多く沼 本ではキ㌣ プ噸 に行⇔ れるζ担 多く・そこに参加 てくる蝉1糎 は多く
の場合まだ小学校高学年の子ども達と共通した興味,[鄭じ・を持ち続けている場合が見られるからで
ある・第三グループ縞 特 性 捨 ませたのも馳 よう鯉 由である・
異年齢集団 をキャンプの中で どう構成 してい くかは提供するプログラムやそれに対 する子 ども達
の興味,関 心 とも深 い関連があ り慎重に検討 していかなければならな い問題 であ る。全国的な資料
は まだ明 らかにな っていないが今年度は多 くの所でこの問題が討論され,さ まざまな異年齢集 団が
作 られたであろ う。男女の割合等の問題 も含 め,長 期 キャンプに参加する子 ども達の年齢差,性 差
をどう扱らてい くかとい う問題は今後 とも重要な課題 とな って くるもの と思われ る。
3.長 期 キャンプのプログラムの問題について
(1)プログラムの数 と時間の問題について
キ ャンプが長期にわた って くると当然 プログラムに対する考え方 も変えていかなければならない
であろ う。 これ までの2泊3日 程度の キャンプと違 い日数が10日以上にな ると時間的 に も余裕 が出
来 る反面,ど のようなプログラムを期間中に織 り込 むかが大 きな問題 となる。注意 しなければなら
ないことは10泊11日のキャンプは決 して2泊3日 程度 のキャンプの延長ではないとい うことである。
一般に短期の キャンプでは時間的に も余裕 がないため多 くのプログラムが短時間 の中にい っぱい詰
め込 まれている傾向がある。そのため,や やもするとこの短期 キャンプの内容 をそのまま長期 キャ
ンプに応用する恐 れも出て くる。 これ までの短期 キャンプの方法 をそのまま取 り入れてい くとあま
りにも多 くのプログラムが入 りすぎ,か えって活動が こまぎれにな り,中途半端 で終わ って しまう
ばか りかいつ も時間に追われてい くことに もつなが ってい く。短期 キ ャンプを 「時間優 先」 とす る
な らば長期キャンプは 「プ ログラム ・生活優先」とい うことが出来 る。時間時間 で一・日を区切 りそ
の中にプログラムを押 し込め るのではな く・一日綱 激 の余裕 を持 った プログ ラ竺 考え・ その
プログ ラムに応 じて時間 を区切 ってい くべきであろ う。
自然の中での生活 を時間で区切 るという問題は主催者やキ ャンプデ ィレクターの考 え方によ って
も異な って くるものと思われる。.朝の朝礼 や夕べの集 い,食 事の時間 を優先するあ まり,活動が中
途半端で終わ って しまうことはよ く見 られることである。 また,や や もするとキャンプ生活の中に
まで普段の学校生活の時間や管理方式を持 ち込んでしまうことがある。 キャンプは基本的に 自然の
中での生活であるため・天候や鱒 作り哩 する時間・あるいは助 ぬアクシデント等たよって大
井 影雛 受けることになるr星羅 時間で醐 ることは随 うん大切嬉 であそ・しかし・ある
活動を時庭 区切・てしまうこと早 り・せっかく芽生え轡 育的な媒 の甦 も勧 採?て しま
う危険性 も含んでいる。 長期 キャンプではプログラムの内容に応 じて一 日の中で30分か ら1時 間 く
`,・ 、
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らいの時間であればいつで も変更出来 るような余裕 を持 った計画 を立て ることが大切であろ う。 そ
れぞれの キャンプにはそれぞれの目的があ り,そ の 目的 を達成 し教育効果 をあげ るた めの手段 とし
て キャンプが行なわれることも多い。.しか し手段 としての キャンプをあ まりに も強調 しす ぎるとキ
ャンプが本来持 っている楽 しさをも奪い取 ってしまう恐れが出て くる。 キ ャンプが長期になればな
るほ ど,キ ャ・ンプその もの を楽 しむ ことを目的 とした プログラム も積極的に導入 してい くことが必
要ではないだろ うか。
(2)休養 日の設置 と自由時間1ごついて'"/'
キャンプも一週間 を越 えて長期にな って くると,期 間中休 春 日や休養時間 とい らた もの を取 り入
れる必要が出て くる。 日常生活 とは全 く違 った環境 で しか も初 めて会 う仲間 と一緒に キャンプ生活
を送 ることは精神的た もかな りの緊張 を{半うものである し,肉体的に も相 当の疲労が蓄積 して くる
はずであ る。 もちろん キャンプはある意味では ス トレスとの戦 いの毎 日で もあるわけで この ス トレ
スに挑戦 し克服す ることに よって初めて キャンプの目的が達成 され るとい うこともあ る。 どの よう
な内容 の ス トレスをどの程度与 えるか とい うのは子 ども達 の生活能 力や個人差 また,指 導 スタ ッワ
の充実度等によ って異な って くる。 しか し,キ ャンプが長期にな り疲労 が蓄積 し極端な過労 とな っ
て くると体の動きが鈍 くな った り注意 力が散漫 とな り思わぬ事故 を引 き起 こす ことにもつなが って
い く。 こんな状況の中で期間中適度 な休養のための時間 を設けることは,子 ども達 の疲労 の回復 と
ス トレスの解消 ひいては安全の確保 に もつなが ってい く。 ・ ・
キャンプ生活の中で疲れを感 じて くる度合いは毎 日の プログラムの内容 や個人,あ るいはその時
の気象条件等によ って も異な って くるが一般に行なわれているような キ ャンプを毎 日続 けてい くと
その3日 目か ら4日 目にピー クが訪れる場 合が多い。ゆ った りしたプログラムであ って も5B目 く
らいにな ると明 らかな 自覚症状 が現 われて くる。 一般 には子 ども達 よ りもその子 ども達 を直接指導
するカウ ンセ ラーや リーダーの方が先に疲 れを感 じ始めるよ うである。・長期 キャンプを成功 させる
ためには この疲労 の問題 をどのよ うに解決 してい くか とい うことも一一つの大 きな条件 とな ってい る。
もちろん毎 日の睡眠時間 を充分 に確保 する事が第一条件であることは言 うまで もないことであ る。
しか し,キ ャンプの場合は寝袋 を用 いてテン トで寝 る場合が多 く慣れない者にとっては充分な睡眠
時間を確保 できないことも考え られる。 このような時 に疲労回復 あるいは睡眠のための休養 日や 自
由時間 を設 けてやることはそれ までの疲れをとり翌 日か らのプログラムのための新たな活 力を生み
出す ことに役立 って くる。
どのよ うな形で疲労を回復 させるための時間 を設け るかは主催 者側の考え方やそれぞれのキ ャン
プによ り微妙に異な って くるであろ う。 まる まる一 日を休 養日にあて るところ もあれば,午 前 中自
由時間 に してその過 ごし方 を子 ども達 の判断に任 せ る場合,あ るいは起床時間 を特別に決 めずに自
由に寝 かせてお く方法などさ まざまである。 キャンプでは基本的には疲 労の回復は充分な睡眠 によ
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って得 られ るため,ま ず第 一に考え られ ることはいかに して多 くの睡眠時間 を確保 してやれるかと
い う点を中心 に考 えてい くべきであろ う。通常の キャンプではタ食後 もなん らかの形でナイ トプロ
グ ラム的な活動 を行な うことが多いため,3日 目や4日 目にはこれ ら夜間の活動 を控え,ま たそれ
に続 く翌 日の起床時間 を遅 らせるな どの方法で休 養をとらせる事 も可能 である、 キギンプ期間中に
半 日あ るいは午後か ら翌 日の午前中にかけて 自由時間 を設けるとい うの も効果的 であろう。多 くの
場合 キャンプの プログラムは主催 者側が子 ども達に一方的に与えるケースが考えられ るので,こ の
ような状況の中で子 どもたち自身の判断で活動 を選ぶ ことが出来 る自由時間は精神的な意味での疲
労 の回復 に もつなが ってい くものと思われる。 自由時 間の使われ方は さまざ まであるがたとえば洗
濯 を した り記録や 日誌の整理 をした りあ るいはスケ ッチをするなどいわゆる積極的な休養に使 うよ
う指示 してい くことも大切な ことであろ う。 日本ではこれまで長期 キャンプはあまり行なわれてい
なか ったため,自 由時間や休養時間 をどのよ うな形 で確保 してい くかとい う点に関 してはそれ程深
く論議がなされてお らず,ま たそれに関する詳 しい調査研究 も殆 ど行なわれていない。今後 日本で
は長期 キャンプが ます ます盛んに行 なわれるよ うになってい くもの と考えられ るが キャンプが長期
化することに よって生 じて くるこれ らの疲労 と休養の関係 を調査 してい くことも大きな課題 の一つ
とな ってい くもの と思われる。
{8)野外炊事の問題について 、
日本の キャンプでは食事 に関 しては基本的に野外炊事でまかな うことになっている。 自分たちで
か まどを作 りそのかまどに薪を くべて食事作 りを行な うことは キャンプの中で も特に意義あ る活動
として認 められている。各地にあるキャンプ場の中には既に設備 として屋根付 きの立派なか まどが
布設 されている所 もあれば,か まどを作るための大 きめな石が置いてあるだけであとは何 もないキ
ャンプ場 もある。今回は何 もない ところでキャンプを実施 した ところが多か ったのでそのような場
所 では必然的 に炊事 も手作 りのか まどを用いて行な うことになる。 そこで問題 となるのが食事づ く
りのために要す る時間の問題 である。特 に悪天候が2～3日 続 くよ うな場合には食事づ くりのため
に要する時間は莫大な もの とな ってい く。火付 けか ら配膳 まで三食とも子 ども達だけで行な うとす
ると一 日の うち5時 間か ら6時 間,気 象条件 が悪 いときは8時 間近 くも食事のために時間 を使 う場
合が出て くる。 そ うなると日中に行 なわれる活動 に大 きな影響 を及 ぼレプログラムのための充分な
時間がとれな くなる恐 れ も生 じて くる。
キ ャンプが長期になればな るほ ど自分たちで食事 をつ くる機会が増 える訳 であるから,全 ての食
事 を子 ども達に作 らせるのではな く,時 には本部 スタッフが食事を作 ってや った り,あ るいはイン
スタン トな ものを献立の中に織 り込むな ど,食 事づ くりに要す る時間 を今以上に少な くしてい く工
夫が必要であろ う。 あるいは また,極 端な悪天候の場合のためにあらか じめ屋根付きの既設のか ま
どを確保 しておき豪雨の場合にそこを使わせた り,ス タ,ッフの方で食事 を用意するときに利用す る
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な どの方法 も考 えられるであろ う。 また,何 が何で も屋外 ということではな く,時 には簡易 コン同
等 を利用 してテ ン トの中やあるいは屋根の下等で調理することも考え られる。 アメリ・カでは キ¥ン
プが長期(1ケ 月か ら2ケ 月)に なると殆 どの場合が食事は給食でプログラム として野外炊事 を行
な うとい う形 がとられてい る。食事作 りに要する時間 をいかに少 な くしてい くか とい う問題はキ ャ
ンプが長期化す るにつれ ます ます解決すべ き大 きな問題 とな って くるものと思われる。:
4.チ ャレンジの内容と場所の問題について
(1)チャレンジの内容について'
今 回行なわれた長期 キャンプでは,文 部省の提唱 の中に 「……無人 島や山奥での原始的な 自然生
活へのチ ャレンジ……」 とい う一文があるため,そ れを反映するかのよ うなプログ ラムが各地 で実
施 された。 ロッククライミングや縦 走登 山,山 の中で一人で泊 まって くるソロプログラムな ど従来
行なわれていたキャンプの中では あまり見 られなかった冒険的な プログラムと小屋作 り,火起 こし,
炭焼 きな ど,自 給 自足の原始生活的 プログラムをその特徴と してあげることがで きよう。一方,.キ
ャンプが行 なわれた場所に関 して も無人 島や山奥 といったこれ まであ まり例めなか った場所 でキャ
ンプが行なわれた。 、'㌧
ここでまず問題 となるのは,ど の程度の レベルの冒険 まで子 ども達 にチャ レンジさせ,ど の程度
の レベルにおいて原始生活 を体験 させるかとい う点であろ う。確かに これ まで各地 で行 なわれてき
た教育 キャンプの多 くは危険性 を極 力排除 した非常に冒険的要素の少ない野外活動 が多 く見 られる。
しか し,反 面ではそれらの安全な活動が子 ども達の不満 を買 うていることも事実 である。好奇心が
旺盛で何 にでも挑戦 したい とい うのは子 ども達が本来持 っている特 質で もあ る。 この特質 を充分に
発揮 させ,な おかつ安全に キャンプを実施 してい くには,充 分な る事前の準備 と心構 えが必要であ
る。
現在の社会 の風潮 として,野 外活動中の事故に対 しては必ずその責任問題が問われ裁判へ と発展
してい く傾向が見 られる。 この背景には,戦 後の民主主義の中で培われて きた国民の権利意識の増
大 の影響 もあるが,最 大の原因は指導者が持 っている指導 力以上の 「冒険」を子 ども達 に与 え,そ
れが事故につなが ってい ったとい う場合が多い。子 どもの レベルに応 じて冒険 プログ ラムを提供す
ることは もちろん大切な ことである。'しか しそれ以上に大切な ことは指導 スタッフの指導力に応 じ
た冒険 プログラムを提供す るということであろ う。 冒険 プログラムは基本的に危 険性 が内在す るも
のであ り,その意味では常に事故 とうらは らの関係 にある。 冒険 プログラムを安全かつ効果的に行
な うには,そ の中に含 まれている危険性 を未然に防 ぎ,事 故を回避す るための指導者の技術 と能力
そして指導力が要求 される。 一般に小学生の高学年以上になるとかな り高度な冒険 プログ ラムで も
充分に達成 する能 力を持 っている。 しが し,そ れ らのプログラムを安全 に指導で きる能力を備 えた
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指導者は現在の日本ではきわめて少ないと言わざるをえない。先にあげた適切な指導者の確保の重
要性 といった問題は この点 と も深 い関係 を持 っている。':'・
また,冒 険 プ回グラム とは別に今 回は自然生活へのチ ャレンジとい うことで,各 地 で原始生活 を
プログラムの中に取 り入れた所が多 く見られた。海辺に近 い所では,海 か ら獲 れる食料 を中心に 自
給 自足的な生活 を行な った所 もある。 また,何 もない所に出かけ,自 分 たちが生活する住居作 りか
ら始めた所 もある。高度に文明化 された社会の中で生 まれ育 った時代の子 ども達に これ らの手作 り
の生活 を体験 させ ることはそれだけで も非常に教育的な意義 のあ ることである。 ただ し問題がない
わけではない。 それは現代 の子 ども達の野外生活技術があ まりに も未熟 であるとい う点である。刃
物の扱い方は もちろんの こと,マ ッチの扱い方 もよ く理解 していない子が多い。原始的な発火法で
火越 しをした ものの肝心なその火 をよ り大 き く燃え上が らせてい く方法 が分か っていないとい うの
が現状である。少 し前の時代 の子 ども達 にとっては火 を燃やすとい うことはいともたやす いことで
あ り,ま たそれは非常にダイナ ミックでス リリングな体験で もあ った。 しか し,現 代の子 ども達に
とっては火を燃 やす とい うこと自体が非常に高度 で困難 なプログラムとなってい る。 原始的な生活
を体験させることは有意義なことであ るが現代 の子 ども達 の野外生活技術の レベルを充分把握 して
おかない と全 くの無理難題 を子 ども達 に押 し付 けることに もな りかねない。
10泊11日をすべて原始的な生活様式で過 ごし,縄文時代 や弥生時代の生活様式 を再現 してみるこ
とも確かに価値あ ることであろ う。 しか し,そ のことだけにこだわ りす ぎると毎 日の生活が生 きる
ためだけの生活 とな って しまいキャンプその ものを楽 しむ ことや仲間 との触れ合 い,自 然 との触れ
合いとい った本来の 目的がおろそかにな って くる恐れ も出て くる。 テ ン トで寝起 き し,自 分た ちの
作 ったか まどを利用 し裸火で食事 を作 ってみ るとい うこと自体 がすでに現代の子 ども達に とっては
充分原始的 な生活体験 とな りつつある。11日間の キャンプ生活 を極端に原始的 にす るのでな く,11
日間のプログラムの中に原始的な生活様式や技術 を織 り込んでい くようにすれば よ り柔 軟性 を持た
せた プログラムの立案が可能 となって くる ものと思われ る。
(2)場所の問題について.'
今回の フロンテ ィア ・ア ドベンチャー事業の もうひとつの特徴 として場所の問題 を取 り⊥ げるこ
とが出来 る。 これ まで行なわれてきた キャンプと違い既設 のキャンプ場 を使わずに山奥 や,島 など
でキャンプを行な ったところが多 く見 られた。九州 や四国な ど無人島が数多 ぐある県では そこの島
を利用 して行な っているが全体的には山の中を選んだところが多い。 しか し実際問題 として,期 間
が長期になればな る程 そこで行なわれ るキャンプは プログラムは もとより,い かにそこで長期間生
活 してい くかといったことが中心 とな ってい く。 その点か ら考えると無人 島や山奥 とい うのは人が
長期間生活 してい くのに適 しているわけではない。,そういった場所では飲料に適 した水 を得 ること
や キャンプ生活 を送るのに適 した場所を得 ることが困難な場合が多い。 さらに問題 なのは緊急時の
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場合の輸送であ る。大きな事故 や災害が発生 した場合など一刻 を争 う状態 に陥 った場合 これ らの場
所 では充分な対応が出来ない ことがある。文明か ら隔絶 された大 自然の中で野外活動 を行な うこ と
は理想的ではあるがそ うい った場所 では往々に して緊急事態 に対処 しに くいとい った面 も同時に持
っている。大 自然の中でかつ緊急事態に対処できる所 とい うのは 日本 では ご く限 られてい る。
その点では各地 にある青少年 のための教育施設の まわ りには まだ まだ豊 富な 自然が残 されてい る
場合が多い。 またこれ らの施設は事故や災害等の緊急 事態に備 えるシステムが充分 に確立 されてい
る。 キ ャンプの場所 を極端に遠方に求めず ともこれら施設に付属 してい るキャンプ場 やそれで も不
十分な場合は施設の まわ りの森や林,あ るいは海辺,水 辺 にその場所 を新 しく開発 していって も良
いのではなかろ うか。 そ してそこを拠点に しなが らプログラムとして大 自然の中に挑戦 してい くと
い う形 をとってい くことが望 ましいのではなかろ うか。 いずれに して も場所の問題 に関 しては今後
と も各地でさまざまな観点か ら論議 と検討がなされてい くと思 うが,自 然や無人の環境 を追 い求め
るあ まり肝心な安全性 の確保がな いが しろにされるよ うな ことがあ ってはな らな いであろ う。
5・ 野外教育 プログラムの導入について
ω キ ャンプと野外教育
今回のキ ャンプは フロンテ ィア ・ア ドベ ンチ ャー とい うことで各地 とも内容 としては冒険的な プ
diグラムを多 く用意 した所が多か った。 これ まで行 なわれていた2泊3日 程度の キ ャンプでは どち
らかとい うとどこで行なわれ るキャンプであ って もいずれ も同 じような プログ ラムが使われてお り
内容の変化に乏 しい ものがあ った。 たとえば2泊3日 の キャンプの場合には実質的に丸一一・H活動 で
きるのは2日 目だけであ り,こ の一 日をメインプログラムに し,あ とは半B以 下の プログラムを用
意するだけで済むため,多 くの場合はん こう炊飯 ・キャンプフ ァイアー ・ハ イキング ・登 山 または
オ リエ ンテー リングな どが主な プログ ラムとして用い られていた。 その意味では今回 これ まであ ま
り行なわれていなか った長期 キャンプが行なわれ,し か も新 しい試み として冒険 プ ログラムが導入
された ことは 日本の キャンプにと っては望 ましい傾向であ るといえよ う。
'現在北米 を中心
とした世界の キ ャンプでは プログラムの大きな流れと して二つの傾向をあげ るこ
とが出来 る。・ひとつには ア ドベ ンチ ャー プログラム といわれている冒険的なプログラム,も うひと
つは野外教育 プログラムあるいは環境教 育プログラムといわれている ものである。既 によ く知 られ
ているよ うに キャンプの 目的は大 きく三つに分けて考 えられている。一つには個人 の成 長であ り二
つ 目が仲間や友人な ど自分 を取 り巻 く他人に対す る認識の拡大発展,そ して三つ 目が 自然 に関す る
認識の拡大発展である。先 にあげた冒険 プログラムや最近盛 んに行なわれるようにな ってきた イニ
シアテ ィブゲー ム(仲 間 と協 力 して行な う活動)な どはこれらの 目的の うちの個人の成 長や仲間 と
の関係の発展 を強 く促 すことに効果があ ると認め られてきている。
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・しか し,日 本の キャンプで これ まで行 なわれてきたプ ログラムは どちらかとい うと身体運動 を伴
う体育的活動,あ るいは いわゆる レク リエーシ ョン的活動が殆 どであ り,自 然に関 して直接教 えた
り,自然 を含めた我々 を取 り巻 く環境 とは何か を考えさせた り,あ るいは動植物 を じっくりと観察
させ自然の仕組みを理解 した り自然と人間 との関係 をさ ぐるとい った プログラムはあ まり行なわれ
ていなか ったことも事実であ る。 その理由の一つ としては 日本 では キャンプは体育の分野 の中で扱
われ ることが多 く,自然 に関す るものや我々人間を取 り巻 く環境 に関する ものは理科や社会 の科 目
の中で扱 うとい う考 え方 が根強 く残 ってい るせ いで もある。
アメ リカや ヨーロッパ諸国では キャンプは総合的な野外教 育の場であるとい う考 え方が強いため
キャンプの プログラムには冒険的な もの も含 め必ず自然 について直接学習す るプログラムが用意 さ
れている。キ ャンプを行 な う場所が山の中であるな らば,そ こに成育 している樹木 や草花,動 物,
あるいは その周辺の地質等 について学 んでい くプログラムが必ず含 まれているし,一 方湖 や海辺の
近 くであ るならば水中に棲 む昆虫や魚について も学べ るよ う充分考えて プログラムが考案 されてい
る。LB.シャー プの唱 える一 教室の中で最 も良 く学習できるものは教 室内で,野 外で最 も良 く学
習できる ものは野外で教 え る一 とい う野外教 育の根本原理が今で も根強 く受け継 がれてい るか ら
であ る。た とえばアメ リカで も日本の キャンプと同 じようにオ リエ ンテー リングが プログラムとし
て用い られてい るが その指導法は 日本のそれとは随分 と異なっている。最初は日本 と同 じよ うに子
ども達は コンパ スの使い方や地図の見方 を学習 し簡単な コ ンパ スゲームを行ない実 際の オ リエンテ
ー リングへ と導かれてい く。 日本の キャンプでは多 くの場合ここまででオ リエンテー リングのプロ
グラムは終 了とな る。時間的な余裕 が無 いことも関係 しているであろ うが,ア メ リカの場合では こ
のあ とオ リエンテー リングを基 に して さまざ まな活動 プログラムが考え られている。たとえば実際
に自分た ちで磁石 を作 り,コ ロンブスやマゼ ラン時代 の海の航海術 と星座 との関係 を学んだ り,さ
らにはキ ャンプ場の まわ りの簡単な測量 を行ない地図 を作成 し,そ こに生 えている樹木 や植物に関
して も調査 し独 口の地図 を作 り上げてい く。作成にあた っては引率 して来た社会科 や理科,算 数 の
教師が分担 して指導にあたるという総合的な指導の形 をとっている。 この他に もさまざまな活動 を
基に実に幅広 い分野にわた って学習がな され るよ う配慮 されている。
日本は世界で も希に見る四季の変化に恵 まれた国であ り,教 材 として見るな らば実に豊富な野外
教育教材 を抱えている国で もある。 また同時に我々 日本人は独特 の文化 とと もに伝統的 に もきめ細
やかで繊細な 自然 に対す る感性 とい った もの をも精神的な風土 として身につけている民族 でもあ る。
この ような背景の中にあ りなが ら自然の中で行な うキャンプとい う独特の活動の中で伝統的な文化
や 自然 その ものについて学んでい く総合的な野外教育 プログラムが発達 してこなか ったのは不思議
な現象としか言わ ざるを得ない。
(2)キャンプにおける野外教育 プログラム
キャンプが長期になればな る程 さまざ まな活動 を行な うことが可能 にな り,ま たその活動内容 も
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変化 に富 んだ もの とな ってい くべ きで あろ う。B本 で は これ まで短 期間 で キ ャンプが行な われ て き
た た め新 しい プ ログ ラム開 発 の必要性 は それ程 強 く叫 ば れて は こなか った。、キ ャ シプが長 期に なれ
ば それ に応 じたふ さわ しい プ ログ ラムの 開発が 必要 とな って くる。 長期 キ ャ ンプを単 に体 育的 あ る
いは レク リエー シ ・ン的 な もの と して と らえ るだけ でな く総合 的 な野外 教 育 の場 と して とらえて い
くな らば,目 的 に応 じた さ まざ まな キ ャンプ プログ ラムの開発 が可能 とな って くるであ ろ う。
例 えば,仲 間 との協 力とか チー ム ワーク とい った もの を目標 と して取 り上 げ るので あれ ば,グ ル
ー プオ リエ ンテー リングとか,イ ニ シア テ ィブゲー ム,班 対抗 の野外 炊 事 コ ンテス トな どが考 え ら
れ る し,自 己の拡大 とか 自 己へ の挑戦 とい った もの な らば登 山 や ロ ック ク ライ ミング を始 め とす る
ア ドベ ンチ ャー プ ログ ラム,サ バ イバル プ ログ ラム さ らには ソ ロプ ログ ラムな どが メ イ ンとな って
くるで あろ う。 逆 に,自 然 そ の もの に親 しむ ことを 目的 と した ア ウ ト ドアー ライフの体験 とい った
もの を 目的 に す るので あれ ば,ゆ った りとした時 間 の中 で個 々人 の趣 味 を活 かせ る よ うな プ ログ ラ
ム,例 えば スケ ッチ とか草花観 察,ク ラフ ト活動,バ ー ドウ ォ ッチ ングな どが考 え られ よ う。 また
よ り原 始的 な 生活体 験 を日的 とす るな らば,山 奥や無 人 島な どで の小 屋作 りや採取 活動 な どが メ イ
ンとな って くるであ ろ う。 あ るい は また,日 本の伝 統文化 の体 験 を 目的 にす るの であ れ ば,林 業 プ
ロ グラム や米 作 り,野 菜 作 り,竹 細 工や わ ら じ作 り,俳 句 や和 歌 の創 作活 動 な どが考 え られ る。 も
ちろん,理 科,社 会,数 学 とい ったカ リキ ュラムとの関連 か ら自然 の 中での測 量活 動 や地図作 り天
体観 測 な ど も考 え られ る。 さ らに 目的 さえは っき りしてい るな らば,夏 場 だ け に限 らず,冬 期 に キ
ャンプ を実施 す るこ と も充分可 能 なは ずで あ り,ス キーや スケー トばか りでな く冬場 独特 の プ ログ
ラムの 開発 も可 能 とな って くるは ずであ る。
これ ら多 くの変 化 に富 ん だ プ ログ ラム を活用 しそれ を今 の 子 ども達 へ の指 導に結 びつけ る ことが
出 来れ ば 日本 で も素晴 ら しい野外 教 育 と して の キ ャンプ を実施 して い くことが可能 とな って くるで
あ ろ う。 これ までの 日本 の キャ ンプはあ ま りに も一 つの型 に こだわ りす ぎて きた き らいがあ る。 キ
ャ ンプ を単 に体 育 や冒険 あ るいは レク リエ ー シ ョンと して と らえるばか りで な く今後 は大 きな意味
で野外 教 育 の場 と して とら え,さ まざ まな観 点か らその プログ ラム を立案 してい くことが必 要で あ
ろ う。
6.ま と め と して
ここでは今年度の夏,文 部省の提唱 によるフロンテ ィア ・ア ドベンチ ャー事業の一環 として全国
各地で一斉に行なわれた長期 キャンプについて,実 際に長期 キャンプを企画指導 した立場か ら幾つ
かの問題 を提起 し,その解決策あるいは問題 のとらえ方について論 じてみた。各地の詳細な報告デ
ー タの集計 はまだなされていないためここでは概観 を論 じたにすぎない・長期 キャンプに関 しては
新 しい試みだけに今後 も多 くの問題が投げかけ られ るものと思われる。特に指導者の養成や確保の
77 一 人 文 科 学 論 集 一 (52)
問題,プ ログ ラムの内容 の問題な どは今後 とも充分な検討がなされ る必 要があろ う。次年度か らも
長期 キャンプは各地 で引 き続 き行 なわれる。今後は各地 の報告デー タを比較分析 し問題 点 をよ り明
確にすると共に適切 な解決策 を検討 してい く予定 であ る。 ・
)
